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大同特殊銅に7年ぶ0の栄冠 
大崎電気が已連覇を節る 
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s 男子 1 部 


•第1週第1日 (1 月り日) 
相模原市総合体育館 


日新製銅 


?;;|||陽商会 


5 I 〇 

611 

〔戦評〕後期、逆転 V じ向けて好 
スタートを切りたい日新裝鋼と上 
位浮上のきっかけをつかみたい一二 
陽商会の一戦は、立ち上がりから 
完全な日新ぺース。 GK 宇田川の 
好キープからホ々と得点を重わ終 
始リ—ド。 

後半に入っても波じおれない二一 
陽に巧し、次々と得ぶを重わる日 
骄が快勝。逆転 V じ向けて弾みを 
つけた試合であった。 

巧り0 0 531203601 -U 

^原橋川嶋原坪ぶ藤田中0藤 

だ藤高濱飯小大渡佐濱田 F 近 
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川口' 
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原川田苗山藥が田口中内 


新 
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-幸田 . 

^^權宇姻武西甲-木池坂野源 

得001532081353 

第 1週第2日 (1 月じ日) 
尾花お市文化体育館 


中が荷役 4 「W — 8 I 1 本田お硏 

運輪け j ? 鈴鹿 

〔戦評〕前半は I 進一退の攻防を 

くり返し、スピ I ドを競いあって 


きたが、中村が前半終了間際にチ 
ヤンスをつかみ2点をリードした。 

後半は本田も調子を上げ、9分 
過ぎにはじ t じの同点じ追いつき 
いったんは^!^^と逆転したが、 

中巧•朴が頑張り、5点を連取し 
て再逆転、終盤粘る本田をふり切 

つた。 


碍〇〇2040511035 
U 木本羽井木村藤塚基口松村 

け高橋丹藤立福内大梅田平山 


K 
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審 .1 巧 
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が井上口沼尾島木戸原中 

^ 朴 吳 

け石井田大八元高岩栗田 

がす005052320601 


演永鐵藥 W 


の 

が 

け III 景 


9 — 

〔戦評〕後期じがする湧永の闘志 
は、試合開始時からも高まってい 
た。玉村も出場、湧永が先行し着 


得00315400003 

^村井藤橋井田山橋野野± 
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金 

.中石斉高金清小鳥小ま福 
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G 


P 〔審•よ河原一 
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池田 


d 藤田卷村田井沢一^塚田本中 

相井多酒玉堀新長荷鎌奧松田 

得0042228340 i 4 


6 

间 

T 

P 

リ 
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実じ加点していった。一方、一一一景 
も善戦、前半を n —9 と2点差で 
食い下がる。後半、地力に勝る湧 
永が全員ムラなく得点、5連続得 
点などで一方的にりードをにげて 
一二景を大差で破った。 

第1週第2日 (1 月に日) 

大 々県 総合化育館 


大 同 


特殊銅 


6 
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S 大崎電気 


得001012901009 
が辺内橋田田藤住斐内峰屋下 

U 渡矢大珍お首魚甲山が±宮 


K 
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210 
413 

〔戦評： r 両チームとも軽快な動き 
でスピーディな試合展開となった。 
先取点は大同•末岡のディフェン 
スの間を抜くシユ1卜。な後、大 
同は盧を中んじボ！ルを回し、朝 
生のサイド、盧のステップで得点 
を重わる。それじがし、大崎は大 
同の早いツメに苦しめられながら 
も、ヵットイン、宮下のミドルで 
が抗する。大同•佐藤の退場を機 
じ、大同のシユ I トミスにも助け 
られ、大崎が一時同点に追いつく。 
しかし、大同も佐藤から盧へのス 
々イプレ I 、朝生のサイドシユ I 
卜でり—ドし、前半をじ！ W と大 
同の2点りードでがり返す。 

後半、互角の立ち上がりを見せ 
ながらも大崎•柏崎の退場、シユ 
1 トミスからじわりじわりと 大同 
が点差を広げ、一時6点差にまで 
開いた。終盤、大崎も必死に追い 
上げ、逆に大同がシュート ミスを 
重ねる間に2点差にまで追い上げ 
たが、大同もたて続けに速攻を決 
め結局3点差で大崎をふり切った。 


那吉藤村生取岡藤萬村 
が林 蘆林 多 
W 秋巧高朝名末佐阿宇 
得000556024400 

第2週第1日 (1 巧け日) 

市川巿民体育館 


3： 
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湧永製薬リ 


；：一大崎電気 


ui 
〇 1 0 

〔戦評〕巧分ぐらいまで堅いディ 
フェンスと GK の好守じよリロ— 
スコアに抑えられ、 W 分じ宮下の 
トリッネーなパスカットで大崎が 
同点に追いついたが、湧水はそこ 
から4連続得点で前半を u !8 と 
リ；ドした。 

後半、開始早々大崎は退場者を 
出し苦しくなると 思われたが、そ 
こからが分までデイフ卫ンスを堅 
め、速攻につなげて同点じ追いつ 


がず005213503101 
リ藤田卷原村田井沢取塚本中 

卽井多酒河玉姻新長荷鎌松田 
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〔審ふ壁 


£辺内橋田藤住斐田内崎屋下 

U 渡矢大武首魚甲菅山相±宮 
巧00115 .3 100061 


尚 
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いた。残り W 分はお互いあるだけ 
の力を出しきリー進一退の攻防が 
続き、ラスト W 秒で大崎•お住の 
シユ！卜が決まり U — W で勝負あ 
つたかに見えたが、湧永も意地を 
見せてラストの秒で新井のサイド 
が決まり？^ —別の同点で終了した。 

第2週第1日 (1 巧け日) 

神戸中央体育館 


大 同 


特殊鋼 


3 
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"本田技研 
I 鈴 鹿 


でマ 

，けふ 

'〔戦評〕前半、大同•が、盧らの 
活躍じょリリードを広げるも中盤 
巧分過ぎょリ連続4点で追いっく 
かに見えたが、 WI 7 と大同の3 
点り I ドで析リ返す。 

後半、大同•林の立ち上がり連 
続3得点の活躍もあり、大崎はも 
うーホ追い切れずじ試合を終えた。 
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む木本羽井木村藤塚裳口松村 
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得000023673200 

第 3 遏第 1日 (1 巧引日) 
菜ま化育館 
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日新製銅 W 


け—。 




。中が荷巧 

I 運 輸 


^ 〔戰評〕前半、日新•姻田が先制 
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大崎電気工業株す含な 

東京都品川区東五反田トト7干141 
TE し日3巧 443) 7171 FAX •日3 (3447) 5844 


中るが、すぐ じ 中村が。 一連 取、一 
進 I 退の立ち上がりを見せる。し 
かし、中盤から日新 GK 字巧川の 
がずが目立ち、 じりじり とりー ド 
を広げて巧—8 として 前半を巧り 
返す。 

後半に人り、中村も GK 井上の 
がず、興を中ム とした 攻撃で追い 
上げを図るが、前半の点差が大き 
く.、属かなかった。 

得00151040800〇 _ 2 
む井上口尾島木戸中原中 

: 朴 吳 
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お井田八元高井田栗田 
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G 




則川田田山斐が田口中巧 

卽を ffl 林 

5宇姻武西甲木池坂野源 

得004222020453 

第3週第2日 (1 月の日) 
東京が育館 
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S 隠商会卽 


W 1 二 景 


け （ n 

，け I 7、 

〔戦評〕試合開始から、両チ—ム 
ともスピードとガッツあふれるプ 
レ—で I 進 I 退の攻防をくリにげ 

場內を沸かせた。ややなずでミス 

のをい三景じがし、一二陽商会は P 
5^、二一景ディフユンスが4人にな 
るパワ I プレーなどで I ホりード 
前半は^:3|:::と2点差で巧リ返し 
た。 

後半、疲れが見える一一一景ディフ 

王ンスにホ々とシュ—卜を放った 


一二陽が着実に点差を広げ、' 

で逃げ切った。 

得004380000003 
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111 中石斉高を清小高小ま近福 
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一!一宇高濱飯小大波佐濱田近桜 
得001920503600 

第3週第4日 (1 月 g 日) 
祗木巿総合体育館 
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則ま藤が生取岡藤萬村 

^林 盧林 田 

U 秋内高朝名ホ佐阿宇 

得001309057220 
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间 
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リ 


村も互角の展開を見せたが、十で 
に点差が大きく広いており及ばな 


第3週第4日 (1 月日) 
お山 n ミュニティ—が育館 


(3) 
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• 3 


リI二陽商会 


大 同 9 「け—7^ 9 中村荷な 

特殊 銅 2 — じ」 1運 輪 

〔戦評〕両乎—ムともに好スター 
卜を切るも前半なかばじ中村荷役 
じ空白の時間があり、その間に大 
同•盧がかため打ちしてリードを 
広げ 、 U — 7 と.6点をリ—ドして 
前半をがリ返す。 

後半の立ち上がりも 依然として 
大同ぺースで、 I 気に7点を連取、 
勝負を決定づけた。8か^^後は中 


〔戦評〕前半、 S 陽は速攻を中ム 
じ、湧永はセットを中んに得点を 
あげ、 W 分過ぎまで 8—8 と同点 
で進行していった。ここから王陽 
に才 I バ I ステップや ラィンクロ 
スなどのミスが重なり、。 —8 と 
湧，かの4点りードで前半を終了し 
た。 

後半じ人り、前半のスローぺ一 
スとはかわり点の取り合いとなっ 
た。湧永の脚が止まり、ぺ I スが 
落ち、この間に二一陽は田中の速攻 
などで n 分じ逆転し、その後は一 
遊 I 退の展開となった。終盤やや 
荒っぽぃプレ1が目立っょぅじな 
つたが、両チームとも決め手を欠 
き別— ?^で終了した。 


恃〇00541102800 
則川橋川嶋原坪辺藤田中藤井 

JU 宇高濱飯小大渡佐濱田近桜 


K P 
G F 


言.加81 


W 藤田卷原田痒沢取塚田本中 

S 井多酒河堀新長荷鎌奥松田 

得0022 W 4010.0 02 


別 

到 

T 

P 

胤 


。二 景 

广1 — 」 

〔戦評〕スロ I スタ—卜から立ら 
上がリとなった。前半'4分、日新 

•源内のゲットでよぅやく動き出 
した。着実じ得点を重わる日新に 
がし、三景は日新の固いディ フエ 
ンスに阻まれ、シユ I トミスを連 
発、 WI 7 で前半を終了。 

後半に入ってもぺ—スはかわら 
ず、一巧的な点差で日新は兰景を 
ふ リ切リ快勝。 一二 景のミスに合わ 
せるよぅにミスを 連発す る 日新 も 
いただけないゲ—ム 展開であった* 
woo 2442001004 7 

村井藤橋が田山橋野野藤古 
ニー 金 
じ中石斉高金濱小高小吉近福似 

T 

P 
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本田な研 7 「け 15 , 

鈴 鹿2百— ::、 

〔戦評； j 立ち上がり、関根の速な 
で先制した本田は、山村らの速攻 
で一気じ主導権を擢つた。着々と 
加点する本田に巧し、大崎はコン 
ビネ I シヨンがかみん口わず、個人 
技の単発に終始し、前半で巧 —5 
と大きく水をあけられた。 








































%(做夕 

方 unune 

なまを註 = 男； 

服装文化の発展ととらじ 

^景グノンープは、企業の使命感1：創造の精神を礎に、 

不断の歩みを続けています。 

株ま会を兰景 

本ネ主 a (03)322 l -881 l 干 10! 累ま巧千代田区巧巧 4-7-2 サンライン黄 7 ビル 


诘毕じ入っても本田のスピ I ド 
攻擊はとどまることなく GK 橋本 
のがキ I プと相まって粘る大崎を 
居げなく振り切った。 


巧000044110033 
^辺内橋田藤住斐田内崎屋下 

け渡お大武首を爭营山相ま呂 


K 

G 


P 
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審•不明 


g 木本井木村藤塚基口松村西 

げ局橋藤立福内大梅田平山香 

m サ〇03036121290 

蔑4週第1日《2月1日) 
国み市総合化育館 
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本西技研 

鈴 靡 


w = l 陽商会 


お000521401100 

則川橋川鳴原坪辺藤田中0藤 

tfi 田 河 


一二 


.字高濱飯小大渡佐濱田 F 近 
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S ご審巧^ 


^木本羽井木村藤塚基口松巧 

皆局橋丹藤立福巧大梅田平山 

母0001123020己5 


卜でみめ WI 9。 その後7分じ飯 
鳴のペナルティで U 1 W とするも 
約 W 分間無得点が続く。本田はコ 
ン トロ — ルタワ！田口を中んじ 山 
村、小清水のサィドコンビで加点 
し、 GK 橋本の活躍が光った。一二 
陽も糾分には巧—以と迫るが、こ 
の後は緊張が切れ、本田の速攻を 
許してしまつた。 

第4週第2日 (2 巧2日) 

大阪府立体育館 


大 同 


特殊鋼 
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M =1 景 


じ — 0 

-戦評〕前半、本田は山村のサィ 
ドシユートで2 — と先巧するか、 
その後は一二陽 GK 高橋の好寸で点 
か取れず、その間三陽は飯嶋のポ 
义卜で着実に加点し、前半 716 
と本田が1点をリード。 

後半、一一一陽は5分じ渡辺がポス 


7 14 
91〇 

(戦評〕二一景は手1ム I 化となり 
攻守に活発な動きを見せ、 W 分経 
過まで： 2 IW と3点差で食い下が 
る。！巧大同は少し固さが見え、 
日頃のぺ—スがっかめない。 

後半に入ってぺ—スは变わらず 
一一一景は3点から4点の差で追いす 
がる。終盤、大同は盧の連続ゴー 
ルで引き離し力の差を見せっけた 
が、全体に大同の力強さが見えな 
かった。 


5ザ00941300002已 
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即吉がな藤村直取が岡藤萬 S 


C 秋酒内高名ホ佐阿宇 

化ず00214 UO 78210 


日新勢鍋 W 


け大崎電気 
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,8 — WJ 

〔戦評〕日新としでは前期分けて 
いるだけに V を狙ぅためには落と 
せないゲ—ムである。日新.武田 
の速攻、大崎.首藤のミドルと巧 
ち合いとなるが、双方ともよくず 
り、化分経過で日—3と日新2点 
り — ドといぅが況。しかし、日新 
も少しずつぺースをつかみ、4連 
続ゴ—ルなどでリードを広げ、じ 
I 5として前半を終える。 

後半に入って、大崎も互角の展 
開を見せたが、前半のせ！差が大き 
く追い上げることができなかった。 
^001005212400 ^ 

が辺內橋田田藤住斐田井崎下 

け渡お大珍武首魚ザ菅藤柏宮胤 
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第4週第2日 (2 月2日) 
広島巿東区スポ—ツセンタ I 


湧永製薬巧 
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中村荷役 


DOU 4叫 

運 齡 


一方、湧永は長沢の、、、ドルを中ん 
にベテランのサィド、ポストとの 
連携も良く、最後まで激しいプレ 
!を続けた。 

惜しまれるのは、や村の PTC 
失敗が前半に2本あったことだ。 


得004602020 UOO 
が井上口宮尾島木戸原中 
お 朴 吳 
巧石井田雨八元高岩栗田 
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G 


〔審射一 
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藤田卷原田井沢取琢田本中 

^井を酒河堀新長荷鎌與松田 
碍〇02220 W 11 403 

第5週第1日 (2 巧け日) 
鈴廃巿立体育館 
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け|二 景 


本田技研1「じ 1 C 

鈴 鹿3 t け—け J 

〔戦評〕前半、開始 W 分まで二一景 
•小野の先取点ょり速続加おする 
が、固くなって いた 本田 も ポスト 
攻撃、 速攻などで じわじわと 反撃、 
2；分に同点とした後は堅い防御と 


9 


厂け」 

〔戦評〕ゲ I ム開始から•一ずーム 
の意気込みが強く、少々荒っぽい 
スタ t 卜 となったが、一進 I 退を 
くリ返し、1点を争う好ゲームと 
なった。中村は興を軸にポスト、 
サイドと柔軟なかめをくり広げた。 
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ファッションから食品まで 
サインひとつでぉ買慨 

ご人を手続きも簡単です。 

わ気巧にわ中込み 
ください。 


おまもいをいろいろ 

•ち々のおまれいがラクな 

リポルビング班い 

•手な巧なしのわトクな 

—回选い 

わポめはぃま、わま化いは 

ボーナスー括をい 

>ム’中し込み、わ閒ぃか甘は、ジャスコ巧•巧 
サービスカウンター义は、も私ち持にわたず 
わ < ださぃ。 


SJ 

ジ行スコ 


GK 橋本の好ネ—ピングにて中盤 
1^降ぴたリと111景の足が止まリ、 
じ一 5と本田-が7点をリードして 
前半を終了。 

後半じ入り、一二景も赖命じ追い 
上げるが、本田は多彩な攻撃で着 
着と加点、一方的にりードをにげ 
て大差で勝利を飾った。 


中村荷な 


遷 翰 
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の大崎電気 


潭〇00245023004 

^巧内橋田藤化斐田井内崎下 

け媳矢大武首魚甲菅藤山柏宮 
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お井田雨八元高岩栗田 
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第5週第2日《2巧け日) 
富岡高校体育館 


大 同 


特殊鋼 
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2 I 〇 

〔戦評〕前半立ち上がりから両チ 
—ムとも動きじスピードはあるが 
正確さじ欠け、 I 進 I 退の攻防と 
なる。大崎はお住のロングで中盤 
までりー ドするが、中村は財の ミ 
ドル、速みで盛リ返し、中村の1 
ぶりー ドで 析リ返す。 

後半、朴のポストで先行するが、 
おの退場の間に大崎は追いつき接 
戰となる。残り9分じ中村が4点 
リ I ドでほぼ勝利をつかんだかと 
思われたが、中村•雨宮が退場と 
なり、その間に大崎は1点差まで 
つめ寄る。しかし、田□、興のシ 
ユートで再び突き放した中村がの 
— W で勝利を収めた。 


リム 

广けん’ 

〔戦評〕7年ぶりの優勝じ向けて 
ひた走る大 w が大苦戦を強いられ 
た。 

前半立ち上がり、 5分過ぎまで 
に三陽が目点を連取、一気に優位 
じ立つ。そのなも調子の出ない大 
同じがし一二陽は着々と加点、12分 
過ぎにはの|2と大量リードを奪 
ぅ。終盤、大同も未岡などのがん 
ばりで追い上げるが、 UI 9 と8 
点差で前半を終了。 

後半に入ると、大同はエ！ス盧 
のシユートで 着々 と加点、 じリじ 
りと追い上げを図る。巧分過ぎに 
の IW と4点差。の分過ぎに wt 
^の同点じょぅやく追いつく。し 
かし、一二陽も粘りを見せてその後 
も I 進一退の展開、巧り 1 分、巧 
1?^ の同点から大同.高村が決勝 
シュ！卜を決めて辛くも勝利を罹 

つた。 
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U 秋内高朝名末佐阿宇 
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第5週第2日 (2 月け日) 
熊本県立体育館 


?：；|||陽商会 日新製鋼 


け湧、か製薬 
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〔戦評〕開始早々、日新が坂口の 
ロングシユートで先巧するか、湧 
永も河原のカットインですぐじ追 
いつく。 W 分まで、日新•甲斐の 
サィド シユ！ 卜が連続3本決まり 
4 — 1 と優位に立つ。 W 分までは 
速攻、ロングと日新が得点を重わ 
るか、湧永もポストシユートで連 
取し2点差。前半残り W 分で ディ 
フェンスから速なとリズムをつく 
る日新が、4点差じ広げて前半を 
終了。 

後キ、湧永か奥田のシユ I 卜が 
決まりリズムをつかむかじ見えた 
が、日新はサイド、ロング、ポス 
卜と着実じ加点していった。一方 
湧永は、残り W 分で速攻からみの 
得点を重わたが、追いつくまでじ 
はいかなかった。 


恃〇02420142010 
W 藤田卷原が沢お塚田本中山 

巧井多酒河玉長荷鎌奥松田わ 
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ぶ田 ホ 

け條宇堀武西甲木池坂幹源 
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第6週第1日 (2 巧 K 日) 
化把島体育館 


大 同 
特殊銅 
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5日新製銅 


〔戦評〕この試かで7年ぶり8回 
目の優勝を決めたい大同特殊鋼は 
開始早々、盧のすばらしいロング 
シユ—卜で先制、その後も佐藤ら 
で絶好のスタ！卜を助る。日新は 
大同の高く厚い壁を攻め おぐ み、 

ぺ{スをつかめないまま前半を終 
了。 

後半じ入り、日新は新人コンビ 
の源内、かの活躍で猛反撃、残リ 
2分には1点差まで詰め寄るが、 
直後に大同•未岡の意表をつくラ 
ンニングシユ I 卜が決まり勝利を 
決定づけた。日新としては、立ち 
上がりの連続失点が.悔やまれた。 

得004533500005-巧 

の原川田田山裴村田口中内 
嘶田 ホ 
け條宇姻武西巧木池坂既源 


K 


、審•け 


挫 


吉な藤村生 岡藤萬村 
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第6週第1日 (2 月 SI 日) 
京都府立体育館 
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け湧永製薬 


〔戦評：一前キ、両チ^ム GK の好 































スポーツマンのベストコンデ f シヨンをお飼束する、シャンピアホテル0 



国料を(税込） 

シングル A . 7,620円 

シングル B . 8,240円 

ダブル•ツイン…:14,420円 
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和室 . 14,420円 
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干530大版ポ化区南扇町 6-23 代表巧 06(312)5151 

•を巧巧幹技巧大巧巧からタクシーで10み 

大巧空港からタクシーで20み(巧巧高速）大巧巧から扇巧まで徒ホじみ 
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ずじより W 分間で 2 — 2 とロース 
コ了—の立ち上がりであった。そ 
の後も単巧的な得点で一進！退の 
み瞒をくリ広げ、，本田の2点リ ー 
ドで前半をがり返した。 

後半に人り、本田は福村のミド 
ルシュートや GK 橋本の好守から 
の速攻などで得点を重ね、5点を 
り I ドする。しかし、巧分過ぎよ 


リ本田はシユ！トミスが増え、湧 
永の速攻が出はじめた。終了間際 
じ湧永じ PT 、 速攻と同点に追い 
つくチャンスが再一二訪れたが、本 
田 GK 橋本の好守に阻まれ、結局 
本田が前半のリードをずって逃げ 
切った。 

第6週第1日 (2 月の日) 

東京体育館 
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が藤田卷原村田沢塚田本中山 

?!井多酒抑玉骗長鎌與松田わ 
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が局橋弥丹藤立福内梅田平山 
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〔戦評；一前半立ち上が〇ょ。両チ 
1ムのスピーディな攻守で見あえ 
のある試合となった。中盤、大崎 
が藤井のサイド、速攻で一時ぺ一 
スをつかみかけたが、一二陽も田中、 

飯嶋らで追い上げ、前半を2点差 
で巧り返した。 


樓平に人リ、要所に両中1ムの 
好守を織り込みながら W 分過ぎじ 
二一陽が同点に追いついた。一度は 
大崎が突き放したが、一一一陽の足が 
動きだした。デイフェンスからの 
相手の。ハスカットなどから速攻を 
くり出し逆転、そのまま逃げ切つ 
た。 
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が井上口宮尾島木戸原中 
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け石井田雨八元膚岩栗田 
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防がれ、得ぶが伸びず前半を終つ 
た。 

後半に人り、二一景も斉藤らのミ 
ドルが決まりだし、糾まで追 
い上げたものの中村•興の連続得 
点じよリ义き放され、結局把 
で中がが勝利を飾った。 

第6週第2日 (2 月§3日) 

静岡中央体育館 


本田技研 
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S 日新製錦 
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〔戦評〕立ち上が〇早々、中村が 
5ぶ連続得点し、その後もポスト、 
カットイン、ロングなどの幅広い 
オフ卫ンスで得点を加えた。一方、 
一一一景も清田の得点を中、心に反撃す 
るも中がデイフ卫ンスの高い壁に 


511 

(戦評〕前日の試合で優勝を逃し 
た日新は、立ち上がり攻めに精彩 
をたき、なかなか得点があげられ 
ない。 I 方本田は開始2分、梅基 
が先制、福村、藤井、内藤と巧点 
を重わ、立ち上がり W 分まで41 
〇と優位じ立った。その後日新は 
PT 、 堀田、武田の活躍で反撃、 
GK の好ずに阻まれながらも前半 
U — U の同点として巧リ返した。 

後半に入リ、本田は速攻、日新 
はセットからのずらしが決まり、 
追いつ追われつの展開となった。 
本田は失格者2名を出しながらも 


得003512430103 
〇川田田山木斐村口中内 

け/宇堀武西高甲木坂お源 
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置 


g 木本ま羽井木村藤基口松村 

げ局橋弥丹藤立福内梅田平山 
^ 得〇 〇 〇 4 5 2 3 5 5 〇 2 〇 
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巧ちこんでしまう性格です 0 

巧きなことを、巧きなだけやブひ、がちに、ここまでをた。 

面か、なぁ、くや U 、な、うれし t 、なと古って t 、るうちにここにいた0 

ボール t 、つこあれば、»中になれるポクたちは、きっと天下お巧のきせをなんだ、とる t 、ます。 


Tango 

H 扣 3 AD タンゴ3ネが,000 

■天なな車田る•ホ tt い 

曰车リーグ男子 K 含な 


molten 


巧まを化 t 化ぞ占 

泉ま本れちを tBfi 田区な川 5T 目 5-7 干!扣 S03 ■泌巧•巧81巧 
大巧.をを虽•巧巧•にち•仙吿•化巧’リノ USA •デュッ七ルドルフ W.G. 


大崎電気 S 


け I 二 景 


相ずシュ ート ミスに乘 じた 速攻の 
手をゆるめず、梅基、内藤などの 
巧躍で日新をのと突き放した。 

'YC 
,1 —0 ， 

〔戦評〕大崎は立ち上がりから楼 
極的じ攻め、お住のミドルシュ I 
卜、速攻からの武田のシュ！卜で 
加ぶ、優位じ試かを進めた。一二景 
もを井の巧みなサィドシュート、 

碰巧で得点を重わるが、大崎•宮 
ドか豪快なミドルシュ I 卜を立て 
続けに決め、二一景を圧倒した。 

後半じ入っても大崎が着々と加 
ぶし、試合を一方的な ものと した。 
をめ手がなくなった一一一景は、戦意 
も薄れ、結局巧— ？3と大敗した。 

得002352021000 ^ 

村ホ藤橋井田山橋辟既藤止 

じ中石斉窩金清小高小ま近福 W 
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審_ 


細 

清 




辺 内 橋田藤田住斐田井崎下 

け渡矢大武首中を罕菅藤擅呂 

巧00143452211 U 

第6週輿2日 (2 巧の日) 

東京体育館 


中が荷\彼 


遅 輪 


巧 


け III 陽商会 


HI - 

, v じ」 

〔邮評〕中村は高木のサィドから 
の圓〇込みミドルシュート、田口 

のんフロ — ク 1 からのミドルシュ 

t 卜で2ぶ先がする。一二陽も田中 


の ロング 大坪のサ，1ドシユ I 卜 
で追いつく。一二陽のミスからの速 
攻、朴のアンダーシユートなどで 
U みには 814 と中村がり—ドを 
広げる。一一一陽は前日の大崎戦のお 
れからか動きに精彩がなく、前半 
は U I4 と中がのリードで終る。 

後半じ入ると、一二陽は興をマン 
ツ—マンするディフェンスじ切替 
えたが、中がは朴のポストシユー 
卜、インターセプトで得点を重わ 
る。一一一陽は飯鳴の活躍で踏張るが 
薄くなったディフ卫ンスをフェイ 
ントで崩れ、 U 分には W — 6 と離 
される。一二陽はが嶋、田中が奮闢 
するが差は縮まらず、結局巧！ W 
で中村が勝利を収めた。 
wool 411500400 化 

剥川橋川峰原坪辺藤田中藤井 

に宇高濱飯小大渡佐濱田近湯.胤 
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T 整パ 


が井上口宮尾島木戸原中 

W 朴 興 

け石井田雨八元高岩栗田 

得006651112300 
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大 同 


特殊銅 
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S 湧永製薬 


Ml - 

H 10 

〔戦評〕湧永が元気でスタ I 卜し 
大同が追いかける展開となる。じ 
分で 6I4 と湧永のリ I ド。大同 
はデイフ卫 ンスを引き 気味にし、 
湧永のミスに乗じて速攻を出す。 

しかし、 W 分じ朝生、の分じ盧の 
退場で差を縮められない。巧分、 


高村のポストシュート、ホ岡のミ 
ドルシュ！卜で 1 点差とし、巧分 
に林の速なで追いっき、阿萬の速 
攻で逆転する。結局と大同 
が 1 点を りー ドしてがり返す。 

後半に入っても一巡 I 退の展開 
が続いたが、 U か、湧永•堀田の 
退場の間、大同は末岡の PT 、 速 
攻で3ぶ差とする。湧、かも粘りを 
見せたが一歩及ばなかった。 


得005333820020 
W 藤田卷原村旧沢塚田本中山 

巧井多酒河玉姻長鎌奥松田わ 
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後藤一 
島田 


.ま藤が生取岡藤萬村 


林 


盧が 
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秋内高朝名ホ佐阿字 
00051303 U 1 20 
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女子1部 


第1週第2日 (1 月に日) 
尾花が市文化化育館 


第1週第2日 (1 巧じ日) 
大分県立総合体育館 


大峰電気 W 


6 I 5 
411 

〔戦評〕前半は化国銀行のスピ！ 
ドと大崎電気の尹選手の大抱を中 
ムとする争いとなリ、1点を械リ 
合ぅ試合が続いた。最後に大崎が 
1 点を リー ドし前半を終了した。 

後半は大崎にを選手も加わり、 
北国のスキをついて着実じ加ぶ、 
そのままふり切った。 


が北国銀行 オムロンが 


大が銀行 


で0 

M I A 

〔戦評〕前半、ォムロンはお村の 
ロングやフォ—メ I ションからの 
サィドシユ1卜で先制したのじ巧 
し大和は松田の速攻や西口のサィ 
ドシユートで盛り返し、 W 分には 
6 — 3 でオムロンのり—ド。その 
後もオムロンのグデリュ I のロン 
グやデイフ卫ンスをひきつけてか 


巧000007135730 
記戸沢田野川下山本 田川 
偶 森金 

H 木古上矢西松松を 松釣 
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審•江 
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得〇 5202220310 
の田池藤野田ま口尾田口本 

b 上小伊白松义西山竹木橋 


K 

G 


，審‘1麵’ 


5雲が井川原口宮旧 を井 

柳 を尹法 

U 南宗藤前梅江驚野 伝酒 

得 0042150222100 


J 島下山津田嘉本藤田村々中 

む 卫 

〇川城中武古比橋斉吉石イ田 
得 0 G 001 5214791 
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台宿-国内外遠征なら 
ご家族の旅行まで 
なんでち手配致します 


A の膀和のみ 

で弘達が®なちまずが 


株式会社エモック • エンタープライズ 
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TEL : 03-3507-9777 FAX : 03-3507-9771 
運輸大臣登録旅行代理店業第6018 
一般旅行業務取扱主任者田川正巧 


らのホストへのパスで得点を重わ 
前半は：51 8 でオムロンがリード。 

後半もオムロンの優位は変わら 
ず、相手ミスからの速攻やグデリ 
ユ I の高さを大和はつぶすことか 
できなかった。オムロンの高さと 
スピードが目立った試合であった。 
第 1週第1日 (1 月 U 日) 

巧模原ホ綻合体育館 


シヤ 


レ I ゼ 


2 

2 


け日立搞木 


WIO 

，口 I C 

〔戰評〕立ち上がりからシャトレ 
1ゼは GK 村山が好キーピングを 
なせ、なで主導権を把む。これに 
がし、日立も速攻で追いすがるが、 
2ぶ差までしか詰められず、前半 
を終了。 

後キじ入って、動きの悪くなっ 
た日立ディフェンスは、シャ トレ 
f ゼ lipT をホ々とみえ、シャト 
レーゼの山岸がこれをすべて着実 

じ加点していった。シヤ トレー ゼ 
は GK 村山を温存する余裕まで見 

甘、危げなく勝った。 


语000501010114 

津本鶴井田塚苗来田相田 

け 是 

£梅坂吉新柳飯尾市岡小貴 
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W 藤山松方岸沢林寺葉侯田 

ャ 郎李 

にェ村小生山松小小千小鶴 

得001 OU 4020311 
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第2週第1日 (1 巧け日) 
巿川市民体育館 


化画銀巧引 


5 

2 


シヤ 


レ—ゼ 


7_ 目 
41〇 

〔戦評〕化国銀行が速攻を中ムじ 
優位じ立ら、左惋•松沢の5得点 
で食い下がるシャトレ I ゼを】時 
はじ—9 と大きくりー ドした。し 
かし、^分、 g みと北国じ退場者 
が出た間にシャトレ—ゼはぺース 
をつかみ、小松、小侯らの6連続 
ゴールで追い上げ、じ—巧で前半 
を終わる。 

後半は、两手—ムとも退場者が 
出たり、 PT が多くなったり激し 
い展開となったが、北国がディフ 
エンスの早いチ王ックと速攻をは 
じめスピ—ディな試合運びで常に 
リー ドを保ち逃げ切った。 

得 OOU 0260304 〇〇 _ 巧 

り藤山松方岸沢林寺葉侯田友 

ャ が 

にェ村小生山松小小千小鶴小 
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削趙 


記戸井田野 川下山 本 田 川 

偶 森金 

W 木岩上矢西松松を 松釣 

得0010040^2533 

第2週第1日 (1 月22日) 
神戸中央体育館 
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日立楠木 W 


^::大巧銀行 


'2 _ oi 

211 

〔戦評〕前半立ち上がリよリ大和 


•小池、日立•新化らの活躍じょ 
リ巧分までまったくの一准一退で 
点差が開かなかったが、巧分過ぎ 
日立•飯塚の連続得点で2点をリ 
I ドして前半を終了。 

後半、日立は6速続得点を加ぇ 
リー ドを広げる。大和も終盤、小 
池らのがんばりで追い上げるが、 
前半の点差を縮めることはできな 
かった。 

得005073021012 _ U 

の見田口高池藤骄田ま口尾田 


大 


増上木戸小伊日松又西山竹 
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立 


津本鶴井田塚苗ホ毛柏田 
堤 

梅坂吉新柳飯尾市石小貴 

情000427362000 

第 3 週第 1日(1月；；；日) 
東京体育館 


尚 

T 

P 

4 

2 


大崎 電気？： 


が日立栃木 


た逆転。このような展開での分ま 
でいったが、の分過ぎからは日立 
のミスにつけ込み大崎が加点、§5 
IW で逃げ切った。 


得0040 K 1 222212 
津本鶴田塚苗ホ田毛柏田 
で 堤 
け梅坂吉柳飯尾市岡石小貴 
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P 

F 


審 


川口 
兼田‘ 


«雲片井川原口宮口 をや 
が 金尹法 
U 南宗藤前梅江驚野 な田 
恃〇01235074520 

算 3 週築 4日 (1 巧 S 日) 
栃木市総合体育館 
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北国銀行 S 


把日立搞木 


211 
715 

(戦評〕日本り—グ1000試合 
目と いぅことで、それにふさわし 
ぃ好ゲームとなった。 

前半のはじめは大崎•尹を欠き、 
本来の大崎のぺ}スをつかめず、 
前个はシーソ！ゲームとなリじ1 
^と大崎の1点リ！ドで終了。 

後半に入って、4分から9分ま 
で日立が連続6点を奪ぃ逆転じ成 
巧。しかし、大崎も W 分過ぎから 
反撃を開始、 4速続得点でまたま 


8 — 6 , 

7 I 6 

〔戦評〕前半、北国は金のロング 
を 中ん じ得点を重ね、一方、日立 
も市ホを中ムじ攻撃を展開、互角 
の激しい点の取り合いとなリ、32 
と化園が2点をリ ー ドして析 
リ返ず。 

後半に入っても両者譲らず、激 


得005354621312 

の津本井田塚苗ホ田毛が田 
5 堤 

巧梅坂新柳飯尾市岡石小貴 
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水一 
苗」 


卽戸澤田川下山本 田井川 
嘘 森金 
H 木古上西松松を 松お釣 
得00309044じ300 
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中が荷役運輸株式会社 

代表取締役社長中が昭光 
本社干108東京都證区芝浦2— 3 —39 

電話東京 （03) 3451-4161( 代） 


しい点の取り合いが続いたが、ノ 
1 マ I クシュートの確率で上回つ 
た化国がゲ！ムをものにした。 

黃3週第4日 (1 巧日) 
山口県スポ—ツ文化センタ— 


シヤ 


レ—ゼ 


2 

2 


!：：大和銀行 


じ —0 

，で 9 J 

〔戦評〕前半立ち上がり、シャト 
レ I ゼは PT を確実じ決め、その 
後 も ホ々に得点を重わ 5 to とす 
る。大和も7分に小池がサイドシ 
ュートを決めてからデイフェンス 
のをがよく動くようになり、シャ 
トレ1が<:ポストへのパスをよく 


ずり、速攻やサィド攻撃で得点を 
重わ、じ —8 とシャトレー ゼの4 
点り—ドで巧り返す。 

後半も前半と同様の蚁開で、口 
ングシュートやポスト攻撃中、心の 

巧006100315001 _ ^ 

の見田池藤野田吉口唐田口村 

が 


ぃ増上小伊日松又西山竹木ま 


K 

G 


.審•動龍‘ 


り藤山松方岸沢林寺侯田田友 
ャ 妒 


シ 


掃〇 U 307201 


ェ村ぺ生山松-:?^イ鶴成 W 


T 

P 

ぶ 



シャ トレ— セ、速攻とサィドな撃 
中んの大和銀巧。大和は得点差を 
縮めるチャンスをことごとくシャ 
トレーゼの GK 村山の好ずに阻ま 
れ、追い上げがかなわなかった。 
窮3週第4日 (！ 月が日) 

松山コミュニティ—体育館 


オムロン巧 


U 大崎電気 


、4 I 7/ 

5 — 〇 

〔戦評〕前半立ち上がリから大崎 
の4ぶ連取でワンサィドゲ I ムか 
と予感させるスタートであったが、 
固さの目ぶつオムロンも4分 W 秒 
PT を得、 ょぅやく 目ざめジリジ 
りと差をつめる。大崎•尹じマン 
ツ I マンディフェンスをしいた才 
ムロンが：^ — ^:;と3点差まで追い 
上げ前半を終わる。 

後半に入って一進一退の攻防が 
続いたが、 W 分 W 秒についにオム 
ロンが W — W と同点じ追いつく。 
その後主導権を提ったオムロンが 
終始優位に展開、粘る大崎をふり 
切って2点差で逃げ切った。 


得001451072610 
が雲片井川原口宮田 谷井 


南宗藤前梅江驚野 伝酒 
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り島下村山津田嘉本藤田村ガ 

^ lJ 

け川城西中武古比橋斉まおイ 

待003600 K 00136 


第4週第2日 (2 月2日) 
大阪府立体育館 


化画銀行が 


W 大和銀行 


>2 
乃—8’ 

〔戦評〕が旧交替の時期にぁリ低 
迷して いる 大和と助っ人.金を中 
ム として 上位を狙ぅ北国の巧戦。 

出 だし 金を中、心に得点に結びつ 
ける 化国。 ハターンでスクー ト する 
が、大和も速攻で追い、一尴 I 退 
の好ゲ ー ム となる。 W 分経過で 8 
17 と化国の 1 点り—ド。終盤、 
金の速なで連続ゴ—ルを奪った化 
国が巧— じと 3点リ ー ドして 前半 
を終了した。 

後半に人ると、出だしから化園 
ぺースの1で的な展開となり、ミ 
スの多い大和に巧し着実に加点し 
た北国が大勝した。 

得00043320 


£量高 S 野置尾胃本 

U 増上戸小伊日松西山竹木橋 
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F i 審•附か、 


記戸井田野川下山本 田川 
调 森金 
け木岩上矢西松松谷 松釣 
得004105046970 

黃4週第2日 (2 月2日) 
広篇巿東区スポ—ツセンタ— 
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けオムロン 

〔戦評〕出足は両チームとも動き 
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音のない体育館、誰もい 
ないグランド。そこにハ 
ンドボールと いう魔法が 
かかる と、興奮の るつぼ 
と化してしまう。 


一誕のさらめさと 
積観果敢な 
チ P レンジヤ ー 


セノー も誇り高きチャレンジャ 
一。 より庭質の素材を求め、よ 
り精巧な製品を生み出す努力と 
情熱は、世界中のプレイヤーの 
額に光る一粒の汗と同じです。 


曰本/ \ンドボール協会検定工場 


巧 Senohg 


•本な 

束を都モ化田区神田司が2 T 目7番地 
郵便番号101電話 （03) 3292-5411 


- 10 - 


じスピーディさがなく、パスもつ 
ながらなかったが、シャトレ—ゼ 
が途中からリズムをつかみ、小松 
のミドルを中んにサィド、ポスト 
を使っての多彩な攻めでオムロン 
を圧倒した。 

オムロンの方は、最後までリズ 
ムをつかみきれないで単調な攻め 
をくリ返した。 

得 002203310023I^ 

7島下が山津田嘉本藤田村ガ 


川城西中武古比橋をま石イ 


K 

G 


P 

F 


審 


S 理 


藤山松方岸沢林寺侯田田友 

ャ が 

长エが小生山松小小小鶴成小 

得 005042011510 

第5週窠2日 (2 月：£日) 
富岡高校体育館 


リ 

T 

P 

リ 


大崎電気が 


.シヤ 


1ゼ 


ドをにげる。終盤に至ってシャト 
レ}ゼもようやく 5 点連取して追 
うが、すでに大きくり！ドを奪わ 
れておりかばなかった。 


恃0020 W 0101 200 
り藤山松方岸沢沢寺俟田田友 
ャ 旣 
^ェ村小生山が野小小鶴成小 


K P 
G F 


〔を. I 粒 


則雲片井川原口宮田 谷井 
^ 金尹法 
け南宗藤前梅江驚野 伝酒 
得 000321060^30 

第5週第2日 (2 月け日) 
熊本県立体育館 


间 

T 

P 

倒 

5 

2 


2 オムロン 


け日立板木 


で 

21 口」 

〔戦評〕前半立ら上がり、シャト 
レーゼ•小侯が先制。しかし、大 
赠も 4 分近くじょぅやくリズムを 
つかむと 5 点を連取してこ风に逆 

転、その後一進一退の展開となる。 
シャ トレー ゼ む；^ 分じ 7 — 7 の同 
点じ追いっくが、終盤、大崎が一 
気に加点して UI 8 と日点をり— 
ドして前半を終了。 

後半開始早々、大崎•伝法をが 

加点、^後も終始大崎が先手先手 

と如点してシヤ トレ I ゼとのり 一 


‘V(’ 

〔戦評〕前半 W 分まで口 —スコア 
I の 4 I 3 でオムロン。12分から 
中山の速な、グデリユ I のロング 
シュ！卜で 3 点り I ド。さらに、 
GK 川島の好ず備やグデリューの 
サイドスロ I シュ—卜、パス々ッ 
卜からのドリブルシュートなどで 


碍〇 03004041221 

:津本井長田塚苗ホ毛柏田 

巧梅坂新神柳飯尾市石小貴 


K 

G 


審- 


大和一 
中園 


7 


T 

P 


ム 


嶋下村山津田嘉本藤田村ガ 


け川城西中武古比橋斉ま石イ 

得 0014014300 1U 


オムロンか. U ぶをり ー ドして前半 
を終了。 

後半じ入ってもオムロンはグデ 
リユーのロング、中山のポストな 
どで加点。一方日立栃木も巧分後 
飯塚、貴田のロングシュ I 卜で連 
続 5 得点をあげ追い上げを図るが 
点差が大きくなばなかった。 

第6週第1日 (2 巧 g ：! 日) 

化把島体育館 


大崎電気 S 


S 大和銀行 


6 !1 
で9 

〔戦評〕ゲーム開始から大崎電気 
は懈原、ザを中ムとしたロング、 
またポストがぅまくからみ、ホ々 
と加点していく。！方の大和銀斤 
は、大崎の厚いディフェンスをな 
かなか崩せず、分、小化が初得 
点。その後少しずつリズムを取り 
戻した大和は、を員がよく動き反 
擊するものの差はなかなか縮まら 
ない。 

後半も常に自分たちのぺ—スで 
ゲ！ムを進めた大崎がザの通算個 
人得点のリ—グ新記録 (3 6 7 点) 


碍〇〇 23 W 4040900 
£雲片井川原口宮田 を井 
W 金尹法 
U 南宗藤前梅江駕野 伝酒 


K 

G 


P 

F 


審 


岩本一 
板倉、 


§ の見田高池藤野田口尾田口村 

U 増上戸小伊日松西山竹木ま 

巧 得〇 〇 〇 3 〇 1 〇 3 3 8 2 〇 


2 

3 

别 

T 

P 

如 


とかわせて 5 年連続 7 回目の優勝 
を飾った。 

第6週第1日 (2 月の日) 
京都府立体育館 


オムロン J 


け北国銀行 


、：：1， 

<11 n 

〔戦評〕ディフ卫ンスのカットか 
ら橋本の速攻で先制したオムロン 
がディフェンスのぺ1スをつかみ 
前半け分までにを員のディフ卫ン 
スの良さと GK 川枯の堅ずに阻ま 
れ、 Wi 3 とオムロンがり—ド。 
化国も金のミドル、け本のポスト 
シユ—卜などで追いかけるが、比 
嘉の P T 、グデリユ I のロング、 
ディフェンスの良さからの速攻と 
息つく暇もなく着々と加点し前半 
を W 点差をつけて折りおした。 

後半に入ってもオムロン(.ディ 
フェンスは堅く、 3 連続速攻で加 
点する。巧する化国もディフェン 
スの詰めは速くなリ、サイドシュ 
I 卜、速攻で追い上げるが、 GK 
川島の堅守にあい、リズムじ乗り 
切れないまま終了。 


得 002100041620 
国戸井田野川下山ネ 田川 
促 森金 
W 木岩上お西松松谷 松釣 


K 

G 


〔審.顯埋 


^嶋下村山津田嘉本藤田村ガ 

け川城西中武古比橋斉ま石イ 
得 003400 U 32004 


6 

1 

S 

T 

P 


































男子 cu 部 


第1週第1日(1月：：日) 
本旧技研熊本体育館 


3夕 

動車。 




日鉄建が 


ェ 業 


HI- 

，ロム」 

(戦評〕！：チ I ムともシユ—トミ 
スが大変目立つ立ち上がりで、中 
盤ょりぺ—スをつかんだ トヨタ 自 
動中が優位じ立ち、確実じ点を取 
リリードを広げた。日鉄も上山、 
披口で反撃するも散発で追いつか 

ず、後半は嫌なプレーが目立ち、 
ラマな試合に終始した。 

巧001001043074 - W 

が里中内田迫烏口山本中井 

^ 森 

〇を田を至崎鹿山上お阪板 


K 

G 


F 


〔審.就 K 


5：本森み田村輪本上元々田内 

勒 ノ 

捐山富香川田一二石村わ野光山 

待007444113322 


胤 

T 

P 

が 

別 


本田技研 5 「り—9一 5 豊 田 

熊本"'*市-6」1自動繳機 

〔戦評〕前中、1点を争ぅシーソ 
{ゲ—ムとなったが、残り3分で 

3違続得点した本田熊本が U I 9 
巧2ぶりードで巧り返す。 

後半は、着実に得点する本田熊 

本じがし誉田自動織機は本田の堅 

ぃデイフ卫ンスを攻めきれず、リ 

] ドをなげられてしまつた。 


恃002040150102 
齡旧村田畑澤山田川浦田藤原 

巧柴中山奥大諫倉小わ山伊吉 


K 

G 


^〔審•醜 


田‘ 

中」 


り本本代村中口崎中内島中玉 

S 坂宮一二松田山川田堀寺大児 
巧006101064421 


5 

T 

P 

如 


日本電装 S 


5 

2 

夕 

体 


け！ 0 

，け—け」2車 

(戰評〕前半はスピードに勝る日 
本電装が相手ミスにつけ込み着実 
に加点し、 8点差でトヨタ車体を 
リ I ドして巧りおす。 

後半も前半と同じ展開で試合が 
進み、トヨタ車体のシュートミス 
が目立った試合であった。 


巧000605510220 


田辺田島野合部井沢島野野 

占呂渡野君崎河岡酒寺寺長川 


K 

G 


「審•鄉迎 
L づホ」 


封橋上本戸がネ田迫藤井波 

ま ド ぶ 

巧高井橋西有久岸森近梅難 

得 0 OUOO 1 807033 


T 

P 

2 

3 


竹芝精巧 W 


3 — 2 

710 


の大阪ガス 


〔戦評〕前半は竹芝 GK 桜川、大 

阪 GK 福田の両 GK の好守により 


一進一退の好ゲ—ムとなったが、 
後半に人ると•师チームともミスか 
多くなリ、錐な試合展開と なる。 
竹芝.平沼の活躍により逃げ切っ 
た 0 


得00140054350 
g 田謹野蓉村薑田井羽 


大- 


根 


け福营奧加渋中長森お向一二 


K 

G 


審 


中一 

中」 


芝 

か 

得 


W 間沼場本が元上肥野 

お中平馬二一今坂長 
4;114160400 

黃1週第2日《1月じ日) 
本田技研熊本化育館 


の 

T 

P 


3夕 


自動車 


が 


"豊 田 


自動織機 


Y 0 

け—じ」 

〔戦評〕前半立ち上が〇は、両手 
!ムとも動きが固く シーソ I ゲ 
I ムの展開であったが、中盤から 
トヨタ自動車の動きが次第じ良く 
なリ、着々と靜点を重わて、じ— 
8 と大きくリ I ド i て前半を終了。 


得001030730141 
齡田村田畑澤山田川浦田藤原 

柴中山奥大諫會小お山伊吉 




K 

G 


P 

F 


審 


田 

ち 

貝 


中一 
請 

、〜し 


お本森井田村輪本元塚々田内 

ノ 

巧山富香 W 田一二石わ大野光山 

得006425145223 


T 

P 

似 

4 

3 


後キも常 r •ヨタ自動車のぺ I 
スで蚁開し、大きくり—ドを奪つ 
たまま 勝利を収めた。 


本田な研 


熊 本 


8 

2 


"日鉄建材 
■ェ 業 


け i 

，で U 」 

〔戦評〕前半立ち上がりょリ本田 
熊本の田中、大中の活躍じょり本 
田ぺ—スでゲームが流れ、 W 点の 
リ I ドを 奪って前丫を終る。 

後半は、曰鉄の鹿寫、阪中の活 
躍じより4連続得点をあげ、日鉄 
ぺースで始まったが、前半のリ— 
ドを本田がずリ逃げ切った。 


巧001036303102 

が里中内田迫嵩井口山本中 
叙 森 

巧古田が至崎鹿板山上わ阪 


K 

G 


P 

F 


審 


石原口， 
渡辺、 


^2本本代村中口崎中内島中玉 

け坂宮ニー松田山 W 田堀寺大お 
得001200182473 


9 

1 

が 

T 

P 

ぶ 


日本電裝 W 


YC 


'7 


W 大阪ガス 


〔戦評〕前半は日本電装 GK 高橋 


得00192012320 
E 田勝骄地を村田島田井羽 

m け福曾奥加渋中長森浜向一二 


K 

G 


P 

F 


審 


S 


幽 


叙橋妾が村畜迫 g 藤井波 


電 


笠 


巧高井橋西有久岸森近梅難 
得003004204443 


リ 

T 

P 

ぶ 


を中ムに固いディフ卫ンスと確実 
な得点で電装ぺースで展開した。 

後半は大阪ガスのぺースで、速 
攻、サイドシュ—卜で追い上げた 
が、前半の占‘；差が大き過ぎてあば 
なかった。 


W 竹芝精巧 


トヨタ 「8 —じ 

車 化2け-け、 

〔戦評〕前半は竹芝の速攻、ロン 
グシユートが決まり、竹芝の。へ一 
スで展開した。しかし、後半に人 
ると竹芝のミスが多くなリ、トヨ 
夕単体のぺ—スじ移る。車体は速 
攻、サイドシュートが決まり、残 
リ5分で逆転じ成巧した。 


恃〇 272070700 
^川間沼場本巧元上肥黙 

け桜中平馬一二今坂川王長 


K 

G 


ご審•就鸦 


が田辺田島野合野井沢島野野 

け宮渡野君崎河岡酒寺寺長川 
得001403。00070 

第2週第1日 (1 月け日) 
巿 W 巿民体育館 


5 

2 

T 

P 

巧 


豊 


田、 


自動織機。 


6 

2 


日鉄建材 


H 


0 


4 I 2 
614 

(戦評〕前半の立も上がり、日鉄 
は 退場者を出し、その間 トヨタは 
4 — 1と3点差とし、勢いじ乘る 
トヨタは 巧分までに WI 4 と 点差 
を広げた。一巧日鉄も山口、上山 
のコンビでディフェンスを規し、 


一11 



























































乂 


し、ろいろ 


ま洋証券 


>中国フアンド•チ市ンス 
>公社債投信•株式投信 
>割引債等 

なまが証券 

■本店：干103東京都中央区曰本橋 1- 如-5 
•電話:的巧巧 4)0 引1 


ぶを亟わ前半を；2： I U とした。 

後半は点のとりん口いとなる。日 
鉄は上山のロングを中、心に点を重 
わるが、ディフ卫ンスに荒さが目 
ぶら、退場2、失格1(後半のみ) 
を与えられ、苦しい展開じなった 
をころを織機はサイド、々^トイ 
ンと多彩な攻めから得点をあげ、 
.粘る日鉄をふり切った。 


博000013206 W 22 

が里中内田迫寫井口山本中 

S 森 

け古田谷至崎鹿板山上お暇 


が 


K 

G 


審_ 


中 

樹 


田， 

ホ 


^田が田畑澤山田 W 浦田藤原 

2!柴中山奥大諫倉小お山伊苦 

恃〇050308 W 0031 

第 3 週第 3日 (1 巧 W 日) 
大腺ガスち崎休育館 


a 夕 


自動車 




S ； 大阪ガス 


3 I 5 

, ul 9、 

〔戰評〕荒っぽいな防も^ — ^の 
痛み分けとなった。 


得 UO 5309003202 

較本森井田村輪本上元々田内 

山富香川田 S 石村が野光山 




阪 


田勝野地谷村巧島田井羽 


K ぶ 

け福曾お加渋中長森お向 

得0 0 2 7 


一二 

15 6 0 




大阪ガスが加地の活躍などでリ 
i ドすれば、トヨタ自動車も一二輪 
の強引なシユートなどで追撃する 
おでゲ I ムが終始した。両チ—ム 
ともじ GK がピンチを救ぅ巧プレ 
1を見せ、ゲ—ムを盛り上げた。 

トヨタに ベンチマナーの退場選 
手が出たことは残念だったが、試 
合の流れをうまく利用した大阪ガ 
ス、乘リ切れなかった トヨタ 自動 
車の感があった。 


a 日本電装？3 


T 

P 

リ 


2 

2 


日鉄建が 


412 
51〇 

〔戦評〕電装のスピードが日鉄を 
制した。立ち上がり、日鉄は攻防 
のバランスが良く、上山の巧シユ 
—卜などで先行したが、電装は持 
ち前のスピ—ドを生かし、巧野の 
広い攻めで日鉄に乗ずるスキを与 
ぇなかった。電装•難波はミドル 
シユートに時宜を得たものがをく 
化った存在でぁった。 

得00001640144 2 I の 

が里中内田迫寫井口山本中 

ま 森 

け古田谷至崎鹿板山上わ阪 


K 

G 


P 

F 


’審•削相、 


似 封橋上本戸村本田迫藤井波 


木 


笠 


巧高井橋西有久岸森近梅難 

得002004405086 


T 

P 

リ 


豊 田 

自動織機 


2 

2 


312 


の 


9 

2 

3夕 


〔戦評〕トヨタ車体がミス(シュ 
—卜)により試合巧者、.上田自動 


織機につけ込まれ、敗れた試合で 
ぁった。 

前半は、両チームともミドルシ 
ュ—卜の応戦で互角に経過した。 
後半に入リ、織機は倉田、山田の 
ミドルシュ I 卜に ポストプレーを 
からませ、常に試合の、王導権を握 
リ、車体にせり勝った試たでぁっ 
た。車体も岡部、酒井の新人コン 
ビとベテラン長野の頑張りで接戦 
じもも込んたものの、ミスが多く 
惜しまれる敗戦であった。 


ェ 業 辱〇 C 


g 田辺田島野部井野沢島野野 
S 宮渡野ち崎岡酒平寺寺長川 


K 

G 


ご審•圈 


禪 


嚇田村田畑澤山田川浦田藤原 


自 


柴中山奥大諫倉小わ山伊吉 
得003050534002 


T 

P 

似 


本田技研 


熊 本 




W か芝精巧 


S い」 

〔職評〕前半、本田熊本のミドル 
シュ—卜、速なが巧え、竹芝も口 


得〇 2524110500 
到川間沼場本村元拼上肥野 
一た を 

けお中平馬一二今坂百川王長 


K 

G 


P 

F 


審 


I 脚 


似 

T 

P 


車 体 巧本本代村中口崎中内島中玉 


け坂宮一一一松田山川田堀寺大児 

得 009714140381 


ング、ミドルシュートで反撃する 
が前半で試合が決まった。本田で 
は、一二代の確実なシュート、松村 
の///ドルシュ—卜、大中のミドル 
シュ—卜が目立った。また、速攻 
の コン ビネ—シ ョンは 練習量の豊 
富さがぅかがえた。竹芝では、平 
沼のロング、川上のミドル、一二本 
の確実な PT が印象に巧った。 

第 3 週第 4日 (I 巧 W 日) 

大販ガス3ぉ崎休 育館 


a 夕 


6 

2 


け1 


け日本電裝 


自動車 

〔戦評〕スピードを身上とする耐 
チ—ムのが戦だったが、 ㈱ 御力に 
安定感が見られたトヨタ自動車が 
電装を I 蹤した。 

川田を攻防の軸として W 分まで 
にトヨタが 速攻を武器じ 712 と 
優位じ立ち、終盤まで大きな崩れ 
もなく電装をふり切った。 

^001000405221 I 日 

封橋上本戸村本田迫藤井波 
護 ホ ぞ 


嘗一 

局ち 


笠 


+问井橋西有久岸森近梅難 


が 


K 


G W 〔審•的 S ^ 


軒本森井田村輪本 h 元々田内 
動 ノ 
S 山富香川田一一一石村わ野光山 


恃〇04404304106 


が 


V か芝精巧 S 




-じ ^ 7 豊 田 

广 け—け」2自動織機 

〔戦評〕竹芝が巧者ぶりを発揮し 
織機をふり「，た。 


-12 — 








































立ち上がり、竹芝はコントロー 
ルタワ.一.中間を軸にバランスの 
とれた攻防で特に W 〜巧分に4連 
続ゴールを奪い：^ —7 とした 時は 
一方的なゲーム展開を思わせた。 

織機は攻めじ波が激しく、前半 
の終盤から竹芝を追い上げ、後半 
4みには巧— ;5と並び、が分には 
逍じ2点のアヘッドを奪ったがそ 
こまで。 
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齡困村田畑澤山田川浦田藤原 
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尚 

リ大阪ガス 


〔戦評〕大阪ガスが加地の 巧シユ 
1卜でリードを奪ぃ、上山、山口 
の日鉄が追う シ！ ソ；ゲーム であ 
った。終盤、大阪ガスは長内の退 
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が田勝野地谷村田島田井羽 

b 福曾奥加お中長森お向一二 
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が里中巧巧迫鳥井口山本中 

對 な 

.け巧田谷至崎鹿板山上わ暇 
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場が響き、日鉄がディ t ンスに 
落ち着きを見せ、ムードを盛り上 
げ、逆転で勝利を収めた。 

中盤、試かをり—ドしていた大 
阪ガスの速攻などな撃じ雑なとこ 
ろが見られたのが敗因となったよ 
うだ。 

第4週第1日 (2 月1日) 

日本電装幸田化育館 




M か芝精巧 


卜3夕 

自動車 

〔戦評〕前半、トヨタは新人一二輪 
の連続得点じょリ好スタ— 卜を切 
る。一で竹芝はトヨタの堅い堅 
いディフェンスに阻まれ、なかな 
か得点をすることができなかった 
が、.前半 W 分過ぎょり GK 桜川の 
好ホをきっかけじ着実に得点を重 
わ、前半の分じ遂にトヨタをとら 
え、シ—ソ I ゲ—ムのホ逆転 、 U 
—じで前半を巧リ返す。 

後半 W 分、トヨタが再び逆較に 
成功す ると 2せ W の リ^ドを 保ちつ 
つ竹芝 GK 桜川の好守に苦しみな 
がらも辛くも逃げ切った。 
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封川間沼場本村ネ野上肥野 

传 合 

け桜中平馬一二今坂百川±長 
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お本森井田村輪本上元々田内 
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巧山富香川田三石村お醉光山 
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〔戦評； j 前半、両ず I ムともディ 

フェンスのイ—ジ i ミスか目立っ 
たが、 スピー ディな試合運びとな 
る。シ I ソ I ゲ I ムの未サイドか 
らの攻撃を着実じポイントにつな 
げていった大阪ガスが2ぶをリー 
ドして前半を終る。 

後半 4 分じ織機が同点に追いつ 
き、その後お互いじ退場者を出し 
ながらも一進一退の展開を見せる。 
終了巧秒前に織機•杉浦の速なで 
1 点をリ I ドするか、終了 3 秒前 
に加地のシュートで大阪ガスが追 
いつき同点のまま終了。 
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5日本電裝 
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〔戦評〕パワフルネ田熊本も電装 
のプレス気味のディフ卫ンスに今 
I つ持ち味のダイナミックなシユ 
1卜が巧たせてもらえず、波に乘 
リ切れない。電装はディフ卫ンス 
からの速攻などで得点、 W —9 と 
5点の^|ドで巧リ返す。 

後半、追いつ追われつの好ゲ！ 


ムとなるか ら能本か徐々.に勢 
いづき、終了1分 W 秒前じ逆転、 
そのまま逃げ切った。 

が 
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橋上本戸村ネ田迫藤井波 
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&局井橋西有久岸森近梅難 
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け宮渡旣君崎河岡酒平寺長川 
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日本電装幸田体育館 
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の大阪ガス 


け 一 け' 

〔戰評〕前半、車体は左腕•河ん口、 
スピードプレ—ヤー•岡部らの活 
躍にょりお家芸の速ななどで着実 
じ得点を重わる。 I 方日鉄は、口 
ングシユ！ター•板井の左が度か 
らのシユ I 卜か个一つ枠じ入らず 
オフェンスじ決め手を欠く。 

後半、単体はベテラン長野の活 
躍じより点差を広げる。日鉄は鹿 
島のパヮフルシュ1卜も及ばず、 

巧で敗れた。 


7 — 2 
9 I 〇 

〔戦評〕前半、大暇ザスのリ—ド 
オフマン加地を中ムに得点を加え 
るが、本田熊本はセット、速攻な 
どで好スタートを切リ、常に大阪 
ガスをリードす る。 

後半 W 分、本田熊本は歎いに乗 
り、 相手のミスを確実じ速なへと 
つなげ得点を重わ、控え選手を出 
す余裕も見られた。 I 巧大阪ガス 
は、お田が奮起するが、セットオ 
フェンスでは加地1人に頼ってし 
まい、十分じ攻めきれなかった。 

の 


博 002602123330 
の田勝野地を村田島田并地羽 

U 福曽奥加渋中長森浜向加二 I 
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リ本本代げ中口崎中内島中玉 

S 巧宮一二松田山川田堀寺大児 
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日鉄建材 
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〔戦評； M 則半、竹芝は S 本、坂元 
を軸に幅広いオフ卫ンスで日鉄を 
リ I ドする。1方日鉄は、 エ！ ス 
板井、鹿鳥のロングも竹芝 GK 桜 
川の好キ—ピングじ阻まれ得点が 
伸びない。 

後半、日鉄は足の止まっていた 
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日本が'生んだ世界のボール 

日本ハンドボール協会おを巧 ( J - H - A ) 



タチ々ラのハンドボールは綠ボールと同じ構造のチューブが離れた 
L • B • C 中を製をです。 

TiPuflfflSA m *■—_ji 止 I—I j—I ま京都台東区松ヶを卜 11-7 

東京•大阪•名古屋•福岡•札幌 


ディフ王ンスもを員よく動きだし 
オマ卫ンスにも活気が出てきた。 
しかし、中盤3降再び動きが止ま 
リ、大量リードを奪われて敗れた。 
巧〇日0252301004 I 

が里中巧田迫鳥井口山本中 

山 森 

古旧を至崎鹿板山上わ阪 
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目動韋 
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巧川間沼場本村元野上肥野 

が模中平馬 S 今坂百川±長一 
衬〇 5664040531-^ 

け 18 '| トヨタ 

，け—け」2車 体 

〔戦評；一前半から車体は持ち前の 
又ピーデイなオフェンス展開をし 
でいくが、自動車の厚いディフ卫 
>スを攻めあぐむ。自動車はディ 
フェンス、オフェンス ともよく を 
か動き、フロ I ターのパワ t シユ 

J 卜を 見せつける。車体は、ポス 
卜をダブルに したりと 策を謙 じる 
が、自動車の堅いディフ卫ンスに 
なかなかリズムじ乘リ切れず、前 


得001005930111 

お田辺田島既合部井野島野野 

译宮渡骄君崎が岡酒平寺長 W 


S ご審•淋和？ 日， 


‘お本森井田村輪本上本々田内 

動 ノ 

巧山富香川田一二石村お野光山 

時 00441 W 307021 
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キを終る。 

後半、自動車は一二輪、わ元らの 
ロングで着実に得点を重わる。車 
体は後半も速攻じミスが目立ち、 
最後までぺ—スをつかめなかった。 


日本電裝 Si 
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自動織機 


3!3 
4 — n ^ 

(戦評〕前半、ぉ互いに技を知り 
尽くしている前者、巧分までは一 
進 一 退の展開となるが、笠のミド 
ル、 GK 井上の直おシュ！卜など 
で電装が一歩り—ドを奪ぅ。しか 
し、織機も GK 柴田の好ず、ポス 
卜、サィドなどで反撃、じ 
追いついて前半を終ぇる。 

後半、織機は大澤のロングで先 
手を とる がなかなかリ I ドをにげ 
られない。その後 I 進 I 退が続い 
たが、残り6分を切って電装が3 
点を連取、接戦をものにした。 
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辦田村田畑澤山田川浦部田原 
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^橋上本戸村本田迫藤井波 

揮局井橋西有久岸森近梅難 
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第5週第1 日 (2 巧け日) 
熊本県立体育館 
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パスミス、 シ ユ—ト ミスにょリト 
ョタ車体がリ—ド。しかし、残〇 
W 分から本田が6点を連取して一 
気じ逆転、？：^ — 9と3点をリ|ド 
して前半を終えた。 

後半2分、車体が PT を得るが 
本田 GK 宮本に阻止され追いつく 
チャンスを逃す。お互いけ分まで 
点の取り合いとなり一進 I 退の攻 
防が続く中、車体の速なからの得 
点機を巧一二 GK 宮本が好守を見せ 
車体の反撃の芽をつんだ。 

博〇 〇 2 2 〇 5 〇 2 〇 2 4 〇 
が田辺田島野合部井阱島野野 

け宮渡野君崎河岡酒平寺長川；§ 


K 

G 


，審•漸醜 I 


1?本本野代村中口崎内島中玉 
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第6週第1 日 (2 月？： 一 日) 
京都府立体育館 
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け日本電裝 
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,1 — u 」 

〔戦評〕今村、平沼の連取で先制 
した竹芝かまずぺースをつかみ、 
電装も難波で追いかける展開。先 
制したもののずリじ不{女があった 
竹芝だが、リバウンドのシュ—卜 


卜、サィドでも次々 と 加点。 ミス 
の目立つ電装じかし9ぶ差をつけ 
てがリ返した。 

後半じ人り、笠を軸とした電装 
が徐々じ差を詰めるが、後半なか 
ばから再スパ—卜を切った竹芝が 
馬場、平沼の速攻などで突き放し 
勝利を収めた。 
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^高井橋西有久岸森近難 


K 

G 


F i 審’中森」 


川間お場本村元野上肥野 

け楼中平馬一二今巧百 W - H 長 
得〇 5911400810 

第6週第1日 (2 月の日) 
東京体育館 
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〔戦評〕前半は大阪ダスが加地の 
活躍じより常に先行するが、トヨ 
夕車体も岡部を中，むじよくボ I ル 
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技を带 j す/ スポーツスピリッ 


日本ハンドボール協を検定工場 
國際体操連盟を式競技認定品製造工場 
日本体操協を器械器具検定工場 
国際体操連盟をぶ競技認定品製造工場 


体育施設の総合^一力一 

〇 味パ側長春館 

本社工場/広島県福山巿引野巧 5 T 目 4 番 23 号 干721 電話 (0849)41-0230 ㈱ 
大阪支店/大阪府八尾巿若林巧 i 下目 70-1 干581 電話 (0729)48-3580 齡 

営業巧/東北尝業巧お古屋営業所福岡営業所 


尾田田塚中田口田井 
乂 ^ 
永許和高田飯山ま武 
6414641014 


が 


ャスコは林 ドルシュ}卜がげ 
え、。 IU の1点差で前半をリ— 
ドした。 

後半 もシ I ソ I ゲ I ムの展開と 
なリ、最後まで目の離せない好ゲ 
—ムとなり引き分けた。 

得〇 6203065030 巧 

7一ち元尾山山原住を木 
た 林飯 
が古藤永平安桑大桑荒尚 
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^〔審•圆魅 


がが川井出島田井田澤師 
み‘を ..... 金が 
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小長今東勝山川飯成止 
000132210646 

第 3 週第 2日 (1 月日) 
東京体育館 
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じムネカタ 


、け i 
，け— 7」 

〔戦評〕立ち上がリから両チーム 
ともミスがをく、なかなか得点が 
伸びなかったが、ややシュートカ 
に勝る JUK I がパス々ットから 
速なや PT などでおけ出した。ム 


得 004300004100 
が影崎橋川野野井藤子上妻根 
^ 遠 

U 山山高皆上菅桜遠を村吾藤 
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を固し、主導権を渡さずに前半を 
1せ‘；差で巧り返した。 

後半に入っても一進一退の展開 
であったが、要所での大阪ガス G 
K 橘田の好ずによリリ—ドを守り 
1点差で逃げ切った。 


くまわリ だし、 セット.エンス 
でも二輪が相をらずシュートを決 
め、という予想外の大差が 

ついた。 


卜 a 夕。 

自動車。 


け 1 C 
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，本田お硏 
I 熊 本 


得 000240030431 
り本本野代村中口中内島中玉 

S 坂宮お一二松田山田掘寺大化 


〔驶評〕トヨタ自動車は二一輪、杉 
一. ルらがまんべんなく得点するのじ 
巧し、本田熊本は松村を中んとし 
た得点が止まり、結局トヨタが 4 
ぶをり—ドして巧り返した。 

後半に人るとトヨタがデイフ卫 
ンスから速攻へのがり替えがうま 
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斬本森井田村輪本上元々田内 
動 ノ 
S 山富香川田一一一石村わ醉光山 
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第1週第1日 (1 月り日】 
相模原市総合体育館 


6点差まで広げた。しかし、シュ 


つく。双方決定力を欠き、シユ！ 
卜•パスミスが目立つ展開が続い 
た。流れがぶわつたのは、ムネ々 
夕の营野、を子の退場でぁつた。 
ここで ソニ I は藤；冗、大住のシユ 
—卜で差をにげて いく。しかし、 
退場が解けた後ソニ I は攻めぁぐ 
み、ムネ ヵタ. 高橋の 3 連続得点 
GK 山影の好守で差を縮め逆転す 
る。ソニー も頑張り、安山の サィ 
ドシユ！卜、速攻で前半を W —9 
と1ぶリ I ドす る。 

後半開始早々、ソニ！永屠の 
退場でムネ々夕はすぐじ同点じ追 
いつくが、ソニ I のプレスディフ 
エンスじロングシュ 1- ^を封じら 
れ、逆に速攻、カットインシュ— 
卜を許し、じわじわと差を広げら 
れてしまつた。 


—力に勝るブラザ—はここから 得 004531000100 


2 JUKI 


ブラザー3 「wlu 

H 業2 i ； 218 

〔贼評〕立ち上がりから GK 久保 
の好守から速攻へ展開した JUK 
I が終始リード、 W 分で WI 4 と 

9 


巧〇 0005422105 

化保尾田田塚中田口田井 

化久 関 

w 久永許和高田飯山吉武 


K 

G 


P 

F 


審 


肥料 


む多住永栗田江斐藤中好玉 


ブ 


原 


喜西末小野藤甲進畑 S 児 

掉 UU 0240592010 


间 

T 

P 


猛反撃を開始、後半6分には： 3 — 
U と逆に 3 点をリード、な後も進 
藤のサィドシユ—卜、甲斐のポス 
トシユートなどで単純ミスを連発 
する JUKI を突き放した。 

上位浮上をかけた両チ—ムだが 
3 位のブラザーが 4 位の JUKI 
の浮上に待ったをかけた。 

第1週第2日 (1 巧 U 日) 

大み県立総合体育館 


影崎橋川醉野藤子上妻藤根 
遠 

山山高皆上菅遠庄村吾遠藤 


K 

G 


P 

F 


審 


石田一 
'徳重」 


7" 賀元尾山山住を木光 
一\ 林飯 
け古藤永平安大桑荒徳 
項〇 2314470000 

第2週第1日 (1 月22日) 
神戸中央が育館 


4 

T 

P 


W ムネカタ 


ソこ —1 

国み2 

〔戦評〕前半、ムネカタが皆川の 
PT で失敗。一方ソニーは大住の 
カットインシュ—卜で同点に追い 


ジャス n 巧 


5 

2 


ソ 


国 


二！ 

み 


211 

3_4 

〔戦評〕立ち上がりから両チ—ム 
ともカット 速攻と加点したが、ジ 
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ホ々夕はシユートまでパスか続か 
ず.' JUKI のディフェンスと G 
K 乂がの堅守じ阻まれ、前半は U 
i 日と JUKI がり—ドした。 

健半、出だしからぺースをつか 
んだ JUKI が相手ミスにつけ'込 
み、 PT を含む 7 連続得点などで 
一気に勝負をつけた。 

第3週第4日 (1 ち g 日) 
祝木巿総合体育館 


けムネカタ 


ブラザ— 3 「じ 

H 業 2 广 vs 

〔戦評〕前キ立ち上かリ1分、ム 
ネ々夕.吾妻か先制する。ブラザ 
1— も4分にょぅやく小栗のシユ ー 
卜で追いっき、 U 後 I 進 I 退の互 
巧の展開となる。終盤速続得点を 
あげたブラザ I がにと2点を 
リ）ドして折0返す。 

後半、互化の立ち上がりを見せ 

たものの、中盤からムネカタの攻 
擊が単調となったところをブラザ 
-- じ連続して得点を許し、り—ド 
を広げられてしまった。 


得000450301011 

，:7影崎橋川野野井藤子上妻根 


い山山高皆上菅桜遠を村吾藤 


遠 


K 

G 


P 

F 


蕾 


I H 


r ? 多住永栗田江斐藤木中好玉 

ヴ骨西末小野藤甲進高畑 n 克 

得000254560010 


窠4週第1日《2巧1日) 
国み市総合体育館 


ブラザ I 。 


<ソこ— 


H 業1广^—8」1圃 み 

〔戦評〕前半開始 W 秒、安山のサ 
ィドシユートで先制、 4 分には 3 
I 〇とソニ I がリ ー ドするが 、 U 
— 3 と 逆転。その後は一進1 退と 
なリ 8—7 と ブラザ I の 1点り 
— ドで前半を終了。 

後半 W 分、ブラザ！藤江の速 


攻で U - 


】と3なリ I ド。ソニ I 


もロングシユ^などで追い上げ 
るがなかなか点差は縮まらずに終 
了。ソニーの再一二のノ I マ I クシ 
ュ I 卜を好守したブラザ IGK 西 
化の活躍が光った。 


情〇 5203130100 

賀元尾山山住谷木光 

二 林飯 

が古藤永平を大桑荒徳 


K 

G 


ご審-中川 」 P 


黒木一 


5 


T 


5 

1 

T 

P 

リ 


U 多住木永栗田江斐藤木中好 

け喜西荒末小野藤甲進高畑一二 

巧000143123031 

第4週第2日 (2 巧2日) 

広島市東区スポーツセンタ— 


3 

8 


ジャス n ?! 


^ JUKI 


'win 

，け — 0 

〔戦評〕前半立ち上がリ、両チ I 
ムとも動きが固く、//こ連発と 


なったが、それにぅ まく 乗じたジ 
ヤスコがリードし、一時は6点差 
までにげた。なかば過ぎから逆じ 
JUKI の動きが良くなリ、追い 
上げを見せ2点差まで詰め寄った 


が、結局 Wi 9 として 前半を終え ム 
た。 C 

後半に入ってミスはいくぶん减 
ったが、ぺースはあまり変わらず、 

ジヤスコは相手ミスをからめたを 
彩ななめで得点を重ねた。 JUK 
I も必死で食い下がったが、波に 
乘リ切れず じわじ わと点差を広げ 
られ、最終的にはの— ^^といぅ大 
差で終了した。 

得00333305000 〇 I ^ 

の保田尾田田塚中田口田并 
非' 久 

U 久山永許和高田飯山ま武 


K 

G 


P 

F 


審 




田一 
保」 


^^林川井出鳥田田井田永師 
ャを か 
じ小長今東勝稲山川飯徳± 

得003635021072 

第5週第1日 (2 巧け日) 
鈴鹿巿立体育館 


T 

P 

到 


ジャス n お 


けムネカタ 


、 y 6, 

，け1 7、 

〔戦評〕スタート直後からジャス 
コは東出のシユ|卜などで7分過 
ぎまで4 — 〇で、ムネ々夕の巧得 
点は7分 W 秒、皆川のシュートと 
立ち上がりが悪かった。ムネ々夕 
は攻防2人のチェンジで戰うが、 


戻りの遅 さと ポストのずりの悪さ 
が随所に出て、時間の経過ととも 
に点差は開いていった。 

得000710301001 一3 
W 影崎橋川野野井藤子上妻根 


遠 

山山高皆と营桜遠庄村吾藤 


K 

G 


F 


審 


川合一 
ェ藤」 


リか原出島西田井澤永瀬 
み 東林 
じ小藤東勝稲山川成總岩 
得008425401512 

第6週第1日 (2 ち？：：！日) 
化把島スポ—ッセンタ— 


ぶ 

T 

P 

2 

3 


ジャス n け 


oil 


。ブラザ— 
■ェ 業 


〔戦評〕立ち上がりから両チーム 
ともじミスが目立ちなかなか得点 
チャンスが生まれない。ジャスコ 
は中盤から速攻を主体とした攻撃 
で主導権を握ろぅとするが、ブラ 
ザ—も野困のヵットィン、負傷を 
おして出場した荒木のロングで反 
撃。前半をジヤスコの 1 ぶリ I ド 


得 005024213011 
多住木永栗田江斐藤木中好 

ご昔西荒末小野藤甲進高畑一一一 


9 

1± 




K 

G 


P 

F 


審 


清 

巧 


お 


リ林 W 井出島田田井澤永 
ャを 東ホ 
じ小長今東勝稲山 W 成徳 
得0040ス Z 31006 


T 

P 

ぶ 

9 

1 


でがリ返す。 

後半じ入っても I 進 一 退の展開 
となったが、この試合に勝つか引 
き分ければ2位を確保できるブラ 
ザ ー は一時3点まで りー ドを広げ 
る。粘るジャスコも林の活躍で得 
せ r 結局でゲ—ム終了。 

第6週第2日 (2 巧 U 日) 

東京体育館 


W JUKI 


ソニ —9 819 

国 み一 n —8 

〔戦評；一 JUKI が許田のヵット 
ィンで先制。永尾のロング、聞の 
速攻で加点し310とり I ドす る。 

しかし、ソニ—も相手のミスから 
速攻を重ね7分じ 3 13 の同点に 
追いつく。その後互角の展開で J 化 
UKI の1点りードで前半を終る。 一 
後半開始早々、ソニ—が追いつ 
く。その後再び1進I退の展開が 
続いたが、^分にソニーが 
と逆転に成巧、 JUKI もいった 
んは追いついたが、ソニ I は藤元 
の速攻、林のポストシュ I 卜で突 
き放し勝利を収めた。 


得 003501321002 
の保田馬田田塚中田口田# 

U 久 関 
U 久山永許和高田飯山吉武 


K 

G 


晕护立口 

i 審•をど 


賀元是山山住を木化 
，二 林飯 
け古藤永平を大桑荒徳 
得〇 4224610000 


7 

一 ―I 

间 

T 

P 

9 










































もっと大きな声で 
夢を語りあいたいな 


夢を語るときの瞳は、 

いつもキラキラ輝いています。 

夢を、未来を、カタチに変える、 

そんな新時代への冒険んを 
大同特殊鋼は大切じしたいと思います。 
夢を語りあいたい……あなたと。 


"^义同特殊編 


本社〒化0名古屋巿中区錦 I -11-18 (興銀ビル) 
TEL (052) 201-5111 
ま杜ま京/ 支店大阪 



—パ ■ 


ートを見せてほしい 


0 

巧み付け部エッジの傾斜が、スパイラルソールが、そにがダ;レが、果敢な巧竖を巧能じする。 


品をスカイハンド®ジャパンび -S 品番 THH 711 

メーヵーホ望小売価な¥15,500(谓'費税巧き） 

カラー,'' • ホワイト X 烦レッド•マリンブルー》ホワイトX I货.マリンブル ー. レット. 


サイズ/の .5-29.0 cm 


愈 

JOS 1005 
アシックスは 

オリンピックキャンぺーンの 
オフイシがレスボンサーです • 


湘攻 

ATHLETIC 州 OES 


せ* AJt でぐいり/7"7 * 巧なじつぃてのがか、合わせは巧巧を化ァシックス消ちち相談をまでどうぞ。〒的0神戸ホ中央区港息中巧 7 了目Iを1 TE しけ 78)30 トリ33(ま巧）. （078)303- 3333(大巧表） 
な尸ソノ ノノ、〒"〇ま京都里田区おホ 4 T 目10番II号了£1_(03) 36 24 - 18 1 4 (専用）.（03)36 24 - 222 1(大巧ま）■⑩はがアシックスの登録巧揉です。 
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桐ま桐 
生 生 
西井西 


県岐 大 
岐阜 垣 
商東 南 


瑞海羽益 
島 

浪津化田 


大海可 
垣 

エ津化 


ねば！3はおお!3気力は1本力 



効能•劾果 


•滋赛強化>虛弱体巧 


>肉体巧労•病後の 体力低下 • ち腸障害 • 栄養障害__ 
•発熱'版肖まを性疾患•妊娠授乳期などの場合の栄舌補給 


遲方(製漂絲ゴ言な 

— ごごブ巧 

キ 3-L 才 E1/ しスだシぉの.：严。りかの 2166 ，東京。 3 。寒日1•總。の姉如 1 


y 


* 大阪06 (458) 8901■広を082 (264) 41け♦福岡092 (481) 7382 


吉 井 巧 —9 
群女附 5218 
群か附 ^—u 
マ2位リーグ 
桐生か UI 5 
高暗柬 9 — 9 


高崎東 
太田商 


岐阜東 
W 岐阜西ェ 


太垣かモ 
各務原西 
加 納 
郡 上 


高 山 
県岐商 

高 山 


巧富田女子 



〔順位〕①桐生西霞桐生か③下仁 
田④前橋商 
マ B リ I グ 

〔順疫雪昇②高崎東③富岡実 
④高崎市か 
▼6リ1グ 

〔順位〕①群か附②太田市商③高 
崎か 

▼み據1位り I グ 


太巧商 桐生か 
〔順位〕①群み附②ま并③桐生西 



惦卓県高おお人大会 


(じ巧な、洗日/岐阜県民体育館 
ほか) 

《男子〉 

► 1 回戦 

巧 お じ—1 歧阜化 
海 津 化— 9 各務原東 
岐阜西エ KI 4 中京商 
大垣エ 巧 IW 各務原東 
県岐商 ^ — ^ 斐 太 
大垣お じ一 2 岐 山 
▼ 2 回戦 


市岐商 WI 9 
y 準決勝 

岐阜西エ 8 I 5 
ホ岐商 WI 8 
►’3 位決定戦 
県岐商 じ in 
▼决勝 

市岐商：：^ 

《女子〉 

▼1 回戦 

益 田 715 
高•山 じ—5 
海 津 じ — U 
瑞 浪 巧 16 
▼ 2回戦 

蕃老女商 巧—5 
高 山 巧 —6 
県岐商 巧[:? 
富田女子 ^ — 8 
▼準決勝 

養老か商 じ—4 
富田ホ子 WI 4 
▼3 位決定戦 
県岐商 WI 5 
▼決勝 


蕃老み商 U 


4——3 
9 — の 



岐阜東 化 Is 

岐阜西エ 

県岐商 斜 Is 


斌賀県なを人大を 

( U 月^日/ 山女子高) 




全圍面巧 SSIC 森県2次予選 


(1 巧 U 、 2日/野辺地町立体育 
館) 

《男子》 

y り！グ戦 

野辺地 化 青森南 
青森商 か—4 一二本木 


酣ぶ地 ？§]1 


一一一本木 


(じ月の、^日) 

《男子〉 

► A リーグ 

(順位〕①富岡②高崎東③桐生エ 

④前橋育英 

▼ B リーグ 

〔順位〕①下仁田②玉村③桐生④ 
高崎エ 
，’ C リ•ーグ 

〔順位〕①吉井②富岡実③藤岡® 
前橋商 

▼ D リ—グ 


青 森 商 Tn 青 森南 〔順位〕①前橋②藤岡エ③大田市 
靑藉南 二 一本木 商 


青搬商 巧野辺地 
〔順位〕①青森商②野ぶ地③青森 
•，南®一二本木 
<女子〉 

▼リ I グ載 
今 別 
肯森中央 
今 別 
青森中央 
青森商 
青森中央 


6 I 4 
1 1 

^14 
^ — 5 

?^ム 
で6 

5 ,卜1 
2 1 

〔順位〕①青森中央②今别③青森 
商④青森東 


青森商 
青森東 
青森東 
青森東 
青森東 
今 別 


▼決勝1位リーグ 
富 岡 W — 9 下仁田 

ま 井？？ム前橋 

富 岡 が一5 前 橋 
ま 井 な— ^:; 下仁田 
富 岡 sfw 吉 井 
下仁田 巧 —2：前 橋 
▼ 2かリ—グ 
高崎東 別—8 
富岡実 扣 — 7 


高赠東 挑- 
富岡実 ぉ- 


玉 村 
藤岡エ 
藤岡エ 
玉 村 



稱馬お高校新人大会 


富岡実 巧 — ；5 离崎東 
玉 村节 g 藤岡エ 
〔順位〕①富岡②吉井③下仁田④ 
前橋 

《ホ子〉 

►’ A リ—グ 
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1115 5 8 18 7 7 0 2 7 81 6 5, 1413 7 

11 , 

徳熊岩山 岩侦 新長西徳防 高 岩岩^ 

毛!:府響南 山府 国 関 

山化圃央 陽商 陽府京ェ西 水 陽ェ 西 


華下宇西岩徳南防 
部 山陽府 

陵松ェ京圃ェェ西 


若 

若泰 

武兰小春 

小博早 



蔵 倉 

倉多 

松 

松星 

を池エ日 

西エ長: 


筑小浮春 S 須宗新 

紫倉 

女：商羽日 井恵像宮 


17 

新 

今松 

松松字今 


治山 

山山和治 

田 

西北 

エ東南て 


筑日福香新 
紫新 

丘館岡椎宮 



1215 

I 1 
1011 


22151714 
1111 
13111410 


1914 
I I 
1513 


22 221718 
1111 
20 916 6 



■JUICI 

Mind ^Technology 

JUKI は、聖义化を創造します。 

_ JUKI 條巧含れ〒 1 8?まま都謂な市国領町8- 2 -15話 ：㈱ 34 8 〇•川 1( が 

工業用ミシンアバいレシステム機器，をぎ巧物機器ま庭用ミシン泉電製品家庭用品單子産ち装置電子機器 
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育館) 

《男す〉 

回戦 

久工大附 巧—9 

春 日 で S 

小倉エ ^1^ 
泰星 巧 [ 3 
若松 UI 8 


00 高 水 
^ 徳山商 


華 陵 



T 関第 j 
を 辆 
田 部 
徳山商 
聖 光 
辟田学園 
山 口 
防府商 


徳山 (2 巧叫の日\松山市総合コミ 

下関中エ ユニティ I センタ丄 
下関ェ 《男子》 


9九州産業 


福网南か 
福 岡 

福岡南か 
2福岡か商 


今治東 
今治化 
今治西 
松山中央 

新時お商 
松山西 

::新居浜東 



下松エ 别— 
▼準決勝 


4 — 
f 


01 


9 — 
2 

4 — 


高 水 
下松エ 
▼決勝 

下松エ2 

《女子〉 

►’1 回戦 
華 陵 
山口中央 

岩 国 8 — 

高 水 节 

岩国商 U — 

を：巨ヒ 91 
貪う TT 3 

徳山 別| 

徳山商 节 

► 2 回戦 

華 陵 お- 

高 水 で 
若国商 で 

徳山商 ^1 
▼準決勝 

華 陵 U - 
岩国商 ^1 
▼決勝 


岩国商化 



帖府西 u — ^ 

徳 山で2 

憾出エ 別—2 
岩 園 YS 
西京 wlu 
下闕エ ^ — 8 
卞関西 s — 

華 陵 ^—2 
ブ2回戦 

お固エ で7 

徳 山 か—8 
下関中エ 

請 水 甲7 
若 暢 ^18 
ド閲エ 巧—6 
下 測西 ^1^ 
下がエ W 1 U 
▼斗-回戦 

.お 抽エ KIU 
齒 水 

ち 場 心—3 


▼1 回戦 
新田 
松山化 
新居浜エ 
今治西 
►，準決勝 
新 田 
新居おエ 
►決勝 

新居おエ化 

《ホ子 V 

新居お商 
松山化 
松山西 
新障浜東 
▼準決勝 
松山化 
新居おお 
▼決勝 


松山化 W 



福岡県高校巧人大会 

( S 3 巧巧、が日/化九 W 市総合体 


《実子》 

▼1 回戦 

-盛賀ハンダース^ — W 守山クラブ 
谴板クラブじ一 〇 京セラ 
▼決勝 


彦根クラブ別 IW 滋賀ハンダ—ス 



を固烏の化曰揖ホ遏 


(な月靴、？^日/卜関巿体育館ほ 
か) 

《男子> 

▼1 回戟 


二一 池 1 -S 
武蔵台 WI 9 
九州産業 ^—2 

▼ 2 回戦 

久工大附 ^—3 
泰 星 ^1^ 
若 松 の— ;:: 
九州産業 ^ i 9 
▼準決勝 
久工大附 

九州産業 の IW 
▼3 位決定戦 
泰 星 W — 巧 
▼決勝 

乂工大附 u I —4 

6——5 

《女子》 

▼1 回戦 

春 日 じ一 8 
福岡南女 uf 7 
福岡女商 巧 —8 
福 岡 口 —7 

▼ 2 回戦 

九州か 化 [5 
福岡南か W — 7 
福岡女商 2213 
福 岡 918 
▼準決勝 

九州か の—8 
福岡女商 n—7 
マ 3 化決定戦 

福 岡 で U 

►•決勝 

九州菱 


雷嫂県嵩お Is 大会 































日本ノ、•ンドボ…ル矯会 

平成 4 年度(199神）事業日程表爆) 


※日付の （）1 巧は予定 



全国大会 

主要国内大会 

国際交流(大会•遠征） 

*92/ 

4 




5 

第33回を日本実業団選手権 
(男子)5/8〜10名古屋 
(女子) 5/8〜10大阪 


巧 - N フランスカツフ。遠征 

5/10〜5/30フランス 

巧- J アメリカンカツプ遠征 

5/10〜5/30アメリカ 

6 

第17巧日本リーグ前期 

6/6-7/12 全国各地 



7 

第12回全国クラブ選手権大会 

7/25〜7/27富山 

第43回五大都巿体育大会 

7/10〜7/12名古屋 

第な囘オリンピック競技を 

7/25-8/9 バルセロナ 

8 

第5圃全国小学生大会 

8/上 京都 

第21回全国中学校大会 

8/19〜8/22福井 
第43回全日本高校選手権 

8/4-8/10 宮崎 
第19回全国高専選手権 

8/22〜8/23來京 
第35回全日本教職員選手権 

8/9〜8/13高松 

東日本学生選手権 

8/15〜8/19千葉 
西日本学を選手権 

8/12-8/16 大阪 
国体ブロック大会 

9ブロック各地 

日韓ジュニア交流偏校生） 

(8/24 〜 8/30) 韓国光州 
第3回巧- J アジア選手権 
(8/20-9/ 日の間未定） 

第2回み. J アジア選手権 
(8/20- 9/5の間未を） 

9 



フランスイブリチーム来日（予定） 

10 

第47同国民体育大会 

10/4〜10/9山お 


來アジア5力围が抗上海 

11 

第35回全日本学生選手権 

11/上愛媛 


女子世界選手権予選 
(11/21 〜12/15の間未定） 

12 

第44回全日本総合選手権 

12/10〜12/13東京 


第12回世界学生選手権大を 

12/13〜12/22ペトルスブルグ 

’9‘3/ 

1 

第17圆日本リーグ(後期） 

1/15〜2/28全国各地 



2 


第24回全日本実業団巧子トーナメント 
2/11-2/13 大阪 
第3回実業団女子予選を 

2/20〜2/21岐阜 

全日本実業圃日韓交流 関東地区 

(東曰本選お） 

3 

第17回日本リーグ.プレーオフ 

3/6〜3/7を京 

平が4年度全国高校選お 

3/24〜3/28名古屋 


第13回男子世界選手権 
(3/10-3/21 の間未を）スヴユーデン 


新しい時代を作ってゆくのは、 

新しいひらめき。 

そして、ひらめきを実現してくれる 
素ががホめられます。 

就こ新しし、技術で新しし、夢をかなえる 
素がをお届けしてきた日新製ま罔。 
これからも時代に応える 
新しい素がをみつめてゆきます。 



ィ明日の素がをみつめる 

©SIR 誤麵 

東をが千け田区化の 巧 3- 4-； 
(新固巧ビル） 巧 03-3126-5511 干 100 


-20- 
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人がいて、街があって、皇かな社会があり、快適な生;まがある。 

そんな化たちのくらしも、そう、調巧をめざすな巧の力で支えられているんですね。 

上のおは、小学6年生の CG (コンピュータ•グラフィック）アーチスト、 

熊东大介くんが巧いてくれた「ロボット•八ウス」。 

おうちを巧がロボットじなっていて、どこにでも巧けるんてすって。 

巧の、次の世紀くらいかな。こんなロボットが大活躍する日だって、来るかも巧れません。 
夢を見る力。夢をけえる力。未来〜つづく。日立です 

ロボット•八ウス巧お通おおい。 


人とは術の巧巧をめざす 

Interface 


株式会社曰立製作所 


印亂 

発行 


ま京都巧谷区神‘ f ‘ 11 — f 
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